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平成 22 年度決算に基づく健全化判断比率等について 

 

平成 23 年 10 月 1 日 

八幡浜市 総務企画部 財政課 

 

平成 20 年 4 月に一部施行された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、

平成 22 年度決算に基づく健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、

将来負担比率）と公営企業の資金不足比率を算定し、監査委員の意見を付けて、9 月定例議会へ報

告しました。 

算定の結果、いずれの比率も基準を下回っており、健全段階にあります。 

 

（１）健全化判断比率 

区分 八幡浜市の健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準 

実質赤字比率 －  ％ 13.08 ％ 20.00 ％ 

連結実質赤字比率 －  ％ 18.08 ％ 35.00 ％ 

実質公債費比率 15.0 ％ 25.0  ％ 35.0  ％ 

将来負担比率 95.6 ％ 350.0  ％  

※実質赤字額及び連結実質赤字額がない場合は、「－」で表示 

 

（２）資金不足比率 

公営企業の名称 八幡浜市の資金不足比率 経営健全化基準 

水道事業会計  －  ％ 

市立八幡浜総合病院事業会計 －  ％ 

簡易水道事業特別会計 －  ％ 

公共下水道事業特別会計 －  ％ 

戸別合併処理浄化槽整備事業特別会計 －  ％ 

小規模下水道事業特別会計 －  ％ 

水産物地方卸売市場事業特別会計 －  ％ 

港湾整備事業特別会計 －  ％ 

20.0  ％ 

※資金不足額がない場合は、「－」で表示 
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１ 制度の概要 

平成 19 年 6 月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布され、毎年度、地方公共団体

は 4 つの健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率）を、ま

た公営企業を経営する地方公共団体は公営企業ごとに資金不足比率を、監査委員の審査に付した上で、

議会に報告するとともに、住民に対し公表することが義務付けられました。 

 

２ 早期健全化基準と経営健全化基準 

健全化判断比率のうちいずれかが「早期健全化基準」以上の場合、資金不足比率が「経営健全化基準」

以上の場合には、自主的な改善努力による財政健全化を図るために「財政健全化計画」（公営企業につ

いては「経営健全化計画」）の策定が義務付けられました。 

「財政健全化計画」（「経営健全化計画」）は、議会の議決を経て定め、公表及び県知事への報告、実

施状況の議会への報告、公表をすることとなります。 

なお、実質赤字比率及び連結実質赤字比率の早期健全化基準については、市町村の財政規模に応じて

算定されます。 

 

３ 財政再生基準 

健全化判断比率のうちいずれかが「財政再生基準」以上の場合には、自主的な財政健全化は困難とみ

なされ、国等の関与による確実な財政再生を図るために「財政再生計画」の策定、実施が義務付けられ

ました。 

「財政再生計画」は、議会の議決を経て定め、公表及び総務大臣への報告、実施状況の議会への報告、

公表をすることとなり、一定の国の関与や地方債の起債制限等の措置が講じられます。 

 

４ 健全化判断比率及び資金不足比率の算定 

（１）標準財政規模 

「標準財政規模」とは、地方自治体の一般財源の標準的大きさを示す指標であり、「標準税収入額＋

普通地方交付税額＋地方譲与税額＋臨時財政対策債発行可能額」で求められます。 

標準税収入額 普通交付税 地方譲与税 臨時財政対策債発行可能額 

40 億 1,052 万 7 千円 67億3,269万4千円 1 億 4,965 万 9千円 9 億 495 万 8 千円 

標準財政規模 117 億 9,783 万 8千円 

 

（２）実質赤字比率 

「実質赤字比率」は、一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。 

一般会計等の実質赤字額＝繰上充用額＋支払繰延額＋事業繰越額 
実質赤字比率 ＝ 

標準財政規模 

 

 

0 円＝0 円＋0円＋0円 
なし ＝ 

117 億 9,783 万 8 千円 

 

 

八幡浜市は実質赤字額がありませんので、早期健全化基準 13.08％、財政再生基準 20.00％には該当

しません。 

 

（３）連結実質赤字比率 

「連結実質赤字比率」は、全会計を対象とした実質赤字（または資金不足額）の標準財政規模に対す

る比率です。すべての会計の赤字や黒字を合算し、市全体としての資金の不足を把握するものです。 
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連結実質赤字額 
連結実質赤字比率 ＝ 

標準財政規模 

 

 

△18 億 6,033 万円 
なし（△15.76％）＝ 

117 億 9,783 万 8 千円 

 

 

（単位：千円） 

会計 歳入額  歳出額  翌年度繰越額  実質収支額  

一般会計 22,688,598－ 22,005,209－ 71,020＝ 612,369  

国民健康保険事業特別会計 5,790,056－ 5,498,103－ 0＝ 291,953  

後期高齢者医療特別会計 486,218－ 478,723－ 0＝ 7,495  

老人保健特別会計 3,114－ 3,114－ 0＝ 0  

介護保険特別会計 3,521,861－ 3,487,918－ 0＝ 33,943  

介護サービス事業特別会計 32,674－ 32,674－ 0＝ 0  

駐車場事業特別会計 130,390－ 130,390－ 0＝ 0  

簡易水道事業特別会計 54,985－ 54,985－ 0＝ 0  

公共下水道事業特別会計 2,439,039－ 2,437,160－ 1,879＝ 0  

戸別合併処理浄化槽整備事業特別会計 139,647－ 139,647－ 0＝ 0  

小規模下水道事業特別会計 29,472－ 29,472－ 0＝ 0  

水産物地方卸売市場事業特別会計 32,897－ 18,343－ 0＝ 14,554  

港湾整備事業特別会計 61,767－ 61,311－ 0＝ 456  
会計 流動資産  流動負債  退職手当債  剰余額  

水道事業会計 602,528－ 121,712－ 0＝ 480,816  

市立八幡浜総合病院事業会計 907,329－ 325,145－ 163,440＝ 418,744  

実質収支等の合計   18 億 6,033 万円  

八幡浜市は、すべての会計において実質赤字額または資金不足額がありませんので、早期健全化基準

18.08％、財政再生基準 35.00％には該当しません。 

 

（４）実質公債費比率 

「実質公債費比率」は、一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模を基本と

した額に対する比率で、過去 3か年の平均値です。 

(地方債の元利償還金＋準元利償還金)－ 

(特定財源＋元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額) 
 

実質公債費比率 ＝ 

（3 か年平均） 
標準財政規模－元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 

 

 

（28 億 928 万 3 千円＋14 億 3,224 万 9 千円） 

－（5億 5,409 万 6千円＋21 億 4,288 万 2千円） 
平成 20 年度  

16.7％ ＝ 
113 億 7,629 万 1 千円－21 億 4,288 万 2千円 

 

 

（27 億 3,413 万 8千円＋13 億 7,856 万 5 千円） 

－（4億 5,835 万 2千円＋20 億 9,065 万 5千円） 
平成 21 年度  

16.6％ ＝ 
114 億 5,833 万円－20 億 9,065 万 5千円 

 

 

（26 億 9,745 万 1千円＋7 億 8,054 万 1千円） 

－（4億 7,602 万 4千円＋18 億 3,071 万 2千円） 
平成 22 年度  

11.7％ ＝ 
117 億 9,783 万 8 千円－18 億 3,071 万 2千円 

 

 

実質公債費比率（3か年平均） 15.0％  

八幡浜市は 15.0％ですので、早期健全化比率 25.0％、財政再生基準 35.0％には該当しません。地方

債協議制度において許可団体となる 18.0％にも達していません。 

単年度でみると、平成 22 年度は下水道事業において資本費平準化債を発行したことにより繰入金が

減少したことや、普通交付税等の増加により標準財政規模が大きくなったことなどにより大きく改善し

ました。3か年平均では、平成 19 年度の 17.8％がはずれて、平成 22年度の 11.7％が加わったため、前

年度の 17.0％から 2 ポイント低くなりました。 
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（５）将来負担比率 

「将来負担比率」は、一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額に対

する比率です。 

将来負担額－(充当可能基金額＋特定財源見込額＋ 

地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額) 
 

将来負担比率 ＝ 
標準財政規模－元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 

 

 

364 億 5,141 万 1 千円－(29 億 7,287 万 3 千円 

＋37 億 612 万 6 千円＋202 億 3,825 万 3千円) 
 

95.6％ ＝ 
117 億 9,783 万 8 千円－18 億 3,071 万 2千円 

 

 

八幡浜市は 95.6％ですので、早期健全化比率 350.0％には該当しません。 

将来負担額の内訳は、地方債現在高、公営企業債等繰入見込額が大きな割合を占めています。 

平成 22 年度の将来負担比率は、下水道事業に係る準元利償還金が大きく減少したこと、債務負担額

が減少したこと、職員の減少に伴い退職手当負担見込額が減少したこと、基金や交付税などが増加した

ことなどにより大幅に改善しました。 

 

（６）資金不足比率 

「資金不足比率」は、公営企業ごとの資金の不足額の事業の規模に対する比率です。 

資金の不足額 
資金不足比率 ＝ 

事業の規模 
 

 

資金の不足額＝（流動負債＋建設改良費等以外の経費の財源に充てるために起こ

した地方債の現在高－流動資産）－解消可能資金不足額 
（法適用企業）  

資金不足比率 ＝ 

 事業の規模＝営業収益の額－受託工事収益の額 

 

△4 億 8,081 万 6 千円 

＝（1億 2,171 万 2千円＋0 円－6億 252 万 8 千円）－0円
水道事業会計 

なし（△67.2％）＝ 
7 億 1,471 万 7千円＝7億 1,471 万 7 千円－0 円 

 

 

△4 億 1,874 万 4 千円 

＝(3 億 2,514 万 5千円＋1 億 6,344 万円－9億 732 万 9 千円)－0円

市立八幡浜総合病院

事業会計 

なし（△10.4％）＝ 
40 億 1,193 万 6 千円＝40 億 1,193 万 6 千円－0 円 

 

 

資金の不足額＝（歳出額＋建設改良費等以外の経費の財源に充てるために起こし

た地方債の現在高）－（歳入額－翌年度繰越額） 
（法非適用企業）  

資金不足比率 ＝ 

 事業の規模＝営業収益に相当する収入の額－受託工事収益に相当する収入の額 

 

 

0 円＝（54,985 円＋0 円）－（54,985 円－0円） 

簡易水道事業特別会

計 

なし（0.0％）＝ 1,768 万 9千円＝1,768 万 9 千円－0 円 

 

0 円 

＝（24 億 3,716 万円＋0円）－（24億 3,903 万 9千円－187 万 9千円） 

公共下水道事業特別

会計 

なし（0.0％）＝ 6 億 7,766 万 3千円＝6億 7,766 万 3 千円－0 円 

 

 

0 円＝（1億 3,964 万 7千円＋0円）－（1 億 3,964 万 7 千円＋0 円） 

戸別合併処理浄化槽

整備事業特別会計 

なし（0.0％）＝ 2,717 万 5千円＝2,717 万 5 千円－0 円 

 

 

0 円＝（2,947 万 2千円＋0 円）－（2,947 万 2 千円＋0 円） 

小規模下水道事業特

別会計 

なし（0.0％）＝ 1,163 千 9千円＝1,163 千 9 千円－0 円 

 

△1,455 万 4 千円 

＝（1,834 万 3千円＋0円）－（3,289 万 7 千円＋0円） 

水産物地方卸売市場

事業特別会計 

なし（△68.6％）＝ 2,120 万 3千円＝2, 120 万 3 千円－0 円 
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△45万 6千円 

＝（6,131 万 1千円＋0円）－（6,176 万 7 千円＋0円） 

港湾整備事業特別会

計 

なし（△0.8％）＝ 5,553 万 2千円＝5,553 万 2 千円－0 円 

 

八幡浜市のすべての公営企業について、資金不足額がなく、経営健全化基準 20.0％に該当しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


